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生薬の分類（神農本草経） 

上薬：無毒で、命を養い、長期間服用可 

   人参、甘草、地黄、黄耆、茯苓他120種類 

中薬：病気を治し、健康を保つ、使い方によって 

    は副作用がある 

   柴胡、葛根、当帰、麻黄、芍薬他120種類 

下薬：治す作用は強いが、副作用もあり、 

   長期服用に注意 

   大黄、附子、半夏、桔梗、連翹他125種類 



漢方薬の分類 

瀉剤：・発汗剤 ：桂枝湯、葛根湯、小清竜湯 

   ・駆瘀血剤：桂枝茯苓丸、当帰芍薬散、 

         桃核承気湯 

   ・瀉下剤：大黄甘草湯、桃核承気湯、大承気湯 

   ・利水剤：五苓散、猪苓湯、防已黄芪湯、 

   ・清熱剤：黄蓮解毒湯、白虎加人参湯 

・和剤：柴胡を含む処方小柴胡湯、柴胡桂枝湯 

・補剤：機能賦活、消化,吸収、呼吸(肺)、排泄(腎)、 

      免疫機能、十全大補湯、人参養栄湯、補中益気湯 
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生薬の配合（漢方処方の作り方） 

君薬（治療の主薬をなす必須の生薬） 

臣薬（君薬の作用を補助し強める生薬） 

佐薬（君・臣の作用を調節あるいは副作用を防ぐ生薬） 

使薬（処方中の生薬の調和や服用しやすくする生薬） 

 

 

   桂枝湯     麻黄湯     小柴胡湯      四物湯 

     桂枝       麻黄       柴胡         当帰 

     芍薬       桂枝       黄芩          地黄 

     甘草       杏仁   半夏 人参 甘草      芍薬 
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漢方薬の処方名 

１．処方中の生薬の生薬名から・・・・・葛根湯 

２．構成生薬全ての名を並べる・・・・・苓桂朮甘湯 

３．構成生薬の数を意味する・・・・・六味地黄丸、四物湯 

４．処方の作用を意味する・・・・・・・安中散 

５．中国の四神に由来・・・・・・・・・小青竜湯 

６．合方した処方名から・・・・・・柴苓湯、猪苓湯合四物湯 

７．加方したことを示す・・葛根湯加川芎辛夷、桂枝加芍薬湯 

８．イメージから・・・・・・・・・女神散、神秘湯 

９．上記の要素の組み合わせ・・・・・・十味敗毒湯 



漢方薬の剤型           漢方エキス製剤の剤型 

煎剤                   

   「湯」・・・  葛根湯            顆粒       

   「飲」・・・  茯苓飲            細粒 

   「飲子」・  当帰飲子           粉末 

   「方」・・・  治打撲一方         錠剤 

丸剤・・・・・・ 八味地黄丸        カプセル剤 

散剤・・・・・・ 当帰芍薬散        ドリンク剤 

軟膏・・・・・・ 紫雲膏 

   

散剤：揮発性芳香性成分を保持させる剤型 

丸剤：徐方性剤型 


